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（百万円未満切捨て） 
１．平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日） 
（１）連結経営成績（累計）                                                  （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 経常収益 経常利益 四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年 ３月期第１四半期 23,308 9.9 3,943  148.4 1,668 45.0 
22年 ３月期第１四半期 21,206 △ 3.2 1,587 △50.2 1,150 △69.0 

 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり四半期純利益 

 円   銭 円   銭

23年 ３月期第１四半期 2.28 1.69
22年 ３月期第１四半期 1.56 1.15

 
（２）連結財政状態 

 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円   銭

23年 ３月期第１四半期 3,719,923 164,965 4.4 177.23
22年 ３月期 3,673,074 158,900 4.3 168.08

(参考)自己資本 23年３月期第１半期  162,950百万円 22年３月期 156,892百万円 

    （注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末少数株主持分）を期末資産の部合計で除して算出しております。 

 
２．配当の状況 

年間配当金 
 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

 円  銭 円  銭 円  銭 円  銭 円  銭

22年 ３月期 － 0.00 － 3.00 3.00
23年 ３月期 －  

23年 ３月期(予想)  0.00 － 3.00 3.00

(注)当四半期における配当予想の修正有無 ：無 

 
３．平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率） 

 経常収益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円  銭

第２四半期(累計) 40,900 △4.3 6,500 62.8 2,500 16.5 3.42
通  期 81,500 △5.5 10,900 64.5 6,300 8.0 7.83

(注)当四半期における業績予想の修正有無 ：無 

 



 

 

  

４．その他  （詳細は、【添付資料】Ｐ.２「その他の情報」をご覧ください。） 
 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

 
 

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 
 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① 会計基準等の改正に伴う変更 ：有 

② ①以外の変更 ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原

則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

 
 

（４）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 23年３月期1Ｑ 741,133,044株 22年３月期 741,129,195株

② 期末自己株式数 23年３月期1Ｑ 10,748,693株 22年３月期 10,759,489株

③ 期中平均株式数(四半期累計) 23年３月期1Ｑ 730,261,544株 22年３月期１Ｑ 739,215,512株

 
 
 
 
（四半期レビュー手続の実施状況に関する表示） 

・この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了
しておりません。 

 
 
（業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項） 

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的で
あると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があり
ます。 

 



（種類株式の配当の状況）

普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりです。

第４回第一種優先株式

22年3月期
23年3月期
23年3月期（予想）

（注）第４回第一種優先株式は、市場金利に連動し配当額が決定されます。

第二種優先株式

22年3月期
23年3月期
23年3月期（予想）

　－
　      0   00 　－ 　     10   00 　     10   00

　     10   00

　      0   00 　－ 　     12   00 　     12   00

　　　　円　銭
期末 合計

　     13   00

　－ 　      0   00 　－ 　     10   00

第3四半期末

　－ 　      0   00 　－

第3四半期末

　     13   00
　－

　　　　円　銭 　　　　円　銭 　　　　円　銭 　　　　円　銭

１株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末

期末 合計
１株当たり配当金

　　　　円　銭 　　　　円　銭 　　　　円　銭 　　　　円　銭 　　　　円　銭
第1四半期末 第2四半期末
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（株）紀陽ホールディングス（ ） 平成 年３月期 第１四半期決算短信8415 23

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

当第１四半期の連結経営成績につきましては、資金運用収益が減少したものの、債券売
却益を確保したことなどから、経常収益は、前年同期比 21億2百万円増加の 233億8百万
円となりました。

一方、経常費用につきましては、株式等売却損や貸出金償却などの減少により、その他
経常費用が減少したことから、前年同期比 2億54百万円減少の 193億65百万円となりまし
た。

以上の結果、連結経常利益は 39億43百万円（前年同期比 23億56百万円の増益 、連結）
四半期純利益は 16億68百万円（前年同期比 5億18百万円の増益）となりました。

なお、第２四半期連結累計期間の業績予想に対する進捗率は、連結経常利益が60%、連
結四半期純利益が66%と、順調に推移しております。

（２）連結財政状態に関する定性的情報

当第１四半期末における連結財政状態については、総資産が 3兆7,199億円、純資産が
1,649億円となりました。

貸出金につきましては、2兆3,958億円（前連結会計年度末比 496億円減少）となりまし
た。公共貸出などが前連結会計年度末比減少しておりますが、消費者ローンは、住宅ロー
ンを中心に引き続き増加基調にあります。

預金・譲渡性預金につきましては、個人預金を中心に増加し、3兆4,125億円（前連結会
計年度末比 149億円増加）となりました。

また、有価証券につきましては、9,350億円（前連結会計年度末比 107億円減少）とな
りました。

（３）連結業績予想に関する定性的情報

平成23年3月期の連結業績予想につきましては、平成22年5月14日に公表しました連結業
績予想から変更はございません。

２．その他の情報

（１）重要な子会社の異動の概要

該当事項はございません。

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

（簡便な会計処理）
・減価償却費の算定方法

定率法を採用している有形固定資産については、年度に係る減価償却費の額を期間按分
する方法により算定しております。

（特有の会計処理）
該当事項はございません。

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

①会計処理の変更
（資産除去債務に関する会計基準の適用）

当第１四半期連結会計期間から「資産除去債務に関する会計基準 （企業会計基準第18」
号平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針 （企業会計基準」
適用指針第21号平成20年３月31日）を適用しております。

これにより、経常利益は ５百万円減少、税金等調整前四半期純利益は 254百万円減少
しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は 378百万円
であります。

②表示方法の変更
（四半期連結損益計算書関係）

「連結財務諸表に関する会計基準 （企業会計基準第22号平成20年12月26日）に基づく」
財務諸表等規則等の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日内閣府令第５号）の適用
により、当第１四半期連結累計期間では 「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を、
表示しております。
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３．連結財務諸表等 
(1) 四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

現金預け金 43,019 62,121

コールローン及び買入手形 50,392 85,808

債券貸借取引支払保証金 104,672 20,877

買入金銭債権 4,167 4,273

商品有価証券 6,323 5,328

有価証券 935,039 945,776

貸出金 2,395,885 2,445,529

外国為替 1,673 1,580

その他資産 107,903 29,010

有形固定資産 34,464 34,343

無形固定資産 18,673 19,739

繰延税金資産 30,770 33,339

支払承諾見返 16,917 18,315

貸倒引当金 △29,980 △32,971

資産の部合計 3,719,923 3,673,074

負債の部   

預金 3,325,251 3,270,199

譲渡性預金 87,259 127,332

債券貸借取引受入担保金 37,187 27,145

借用金 30,668 34,748

外国為替 39 21

社債 8,000 8,000

その他負債 48,615 27,349

退職給付引当金 26 25

役員退職慰労引当金 32 40

睡眠預金払戻損失引当金 553 590

偶発損失引当金 404 404

支払承諾 16,917 18,315

負債の部合計 3,554,958 3,514,173

純資産の部   

資本金 58,350 58,350

資本剰余金 64,632 64,630

利益剰余金 35,951 37,099

自己株式 △1,291 △1,288

株主資本合計 157,643 158,791

その他有価証券評価差額金 5,308 △1,897

繰延ヘッジ損益 △1 △1

評価・換算差額等合計 5,307 △1,899

少数株主持分 2,014 2,008

純資産の部合計 164,965 158,900

負債及び純資産の部合計 3,719,923 3,673,074

（株）紀陽ホールディングス(8415)　平成23年３月期　第１四半期決算短信
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第１四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

経常収益 21,206 23,308

資金運用収益 15,528 15,172

（うち貸出金利息） 12,334 11,447

（うち有価証券利息配当金） 3,115 3,658

役務取引等収益 2,872 2,765

その他業務収益 1,974 4,965

その他経常収益 830 404

経常費用 19,619 19,365

資金調達費用 2,567 2,433

（うち預金利息） 2,225 2,055

役務取引等費用 967 967

その他業務費用 1,023 2,496

営業経費 10,550 11,478

その他経常費用 4,509 1,989

経常利益 1,587 3,943

特別利益 443 1,171

貸倒引当金戻入益 － 751

償却債権取立益 443 419

特別損失 10 1,037

固定資産処分損 10 1

減損損失 － 785

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 249

税金等調整前四半期純利益 2,019 4,077

法人税、住民税及び事業税 184 155

法人税等調整額 642 2,237

法人税等合計 826 2,393

少数株主損益調整前四半期純利益  1,684

少数株主利益 42 16

四半期純利益 1,150 1,668

（株）紀陽ホールディングス(8415)　平成23年３月期　第１四半期決算短信
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（３）継続企業の前提に関する注記

該当事項はございません。

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

該当事項はございません。

（株）紀陽ホールディングス（ ） 平成 年３月期 第１四半期決算短信8415 23

5



平成23年３月期 第１四半期
決算説明資料

株式会社 紀陽ホールディングス



株式会社紀陽ホールディングス

【 目 次 】

１．損益の状況

（１）紀陽ホールディングス連結･････････････････････････････････････････････1

（２）紀陽銀行単体･････････････････････････････････････････････････････････2

２．預金､貸出金の残高【紀陽銀行単体】･････････････････････････････････････････3

３．預かり資産（投資信託・公共債・個人年金保険等）残高【紀陽銀行単体】････････3

４．自己資本比率【紀陽ホールディングス連結 【紀陽銀行単体】･･･････････････････3】

５．時価のある有価証券の評価差額【紀陽銀行単体】･･････････････････････････････4

６．金融再生法ベースのカテゴリーによる開示【紀陽銀行単体】････････････････････4

※記載金額、比率は単位未満を切り捨てて表示しております。



１．損益の状況

（１）紀陽ホールディングス連結

（単位：百万円）

平成23年3月期 平成22年3月期 平成23年3月期

第1四半期 第1四半期 比較 業績予想値

(ａ) (ｂ) (ａ－ｂ)

17,007 15,816 1,191連 結 粗 利 益

12,738 12,960 △ 222資 金 利 益

1,798 1,905 △ 107役 務 取 引 等 利 益

2,469 950 1,519そ の 他 業 務 利 益

営 業 経 費 （ △ ） 11,478 10,550 928

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 （ △ ） － 1,035 △ 1,035

不 良 債 権 処 理 額 （ △ ） 1,009 1,732 △ 723

932 1,187 △ 255う ち 貸 出 金 償 却 （ △ ）

－ 179 △ 179うち個別貸倒引当金繰入額（△）

株 式 関 係 損 益 △ 715 △ 893 178

(第2四半期累計期間)6,500
------------------経 常 利 益 3,943 1,587 2,356

( 通期 )10,900

特 別 損 益 134 432 △ 298

751 － 751う ち 貸 倒 引 当 金 戻 入 益

419 443 △ 24う ち 償 却 債 権 取 立 益

785 － 785う ち 固 定 資 産 減 損 損 失 （ △ ）

税 金 等 調 整 前 四 半 期 純 利 益 4,077 2,019 2,058

法人税、住民税及び事業税（△） 155 184 △ 29

法 人 税 等 調 整 額 （ △ ） 2,237 642 1,595

(第2四半期累計期間)2,500
------------------四 半 期 （ 中 間 ・ 当 期 ） 純 利 益 1,668 1,150 518

( 通期 )6,300

与 信 コ ス ト 総 額 （ △ ） △ 163 2,324 △ 2,487

（注）１．連結粗利益＝（資金運用収益－資金調達費用）＋（役務取引等収益－役務取引等費用）

＋（その他業務収益－その他業務費用）

２．与信コスト総額＝一般貸倒引当金繰入額＋不良債権処理額－償却債権取立益－貸出関連に係る

貸倒引当金戻入益

３．（△）は損失項目です。

当第１四半期の紀陽ホールディングス連結経営成績は、当社グループの中核である紀陽銀行にお

いて、債券売却益の確保や与信関連費用の減少などにより、経常利益は39億円（前年同期比23億円

増加）、四半期純利益は16億円（前年同期比5億円増加）となりました。
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（２）紀陽銀行単体

（単位：百万円）

平成23年3月期 平成22年3月期 平成23年3月期

第1四半期 第1四半期 比較 業績予想値

(ａ) (ｂ) (ａ－ｂ)

16,064 14,870 1,194業 務 粗 利 益

12,675 12,874 △ 199資 金 利 益

1,107 1,232 △ 125役 務 取 引 等 利 益

2,281 762 1,519そ の 他 業 務 利 益

経費（除く臨時処理分）（△） 10,672 9,614 1,058

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 （ △ ） － 1,120 △ 1,120

業 務 純 益 5,392 4,135 1,257

3,267 4,484 △ 1,217う ち コ ア 業 務 純 益

臨 時 損 益 △ 1,324 △ 2,445 1,121

813 1,332 △ 519不 良 債 権 処 理 額 （ △ ）

736 867 △ 131う ち 貸 出 金 償 却 （ △ ）

－ 99 99うち個別貸倒引当金繰入額（△） △

△ 715 △ 893 178株 式 関 係 損 益

204 △ 220 424そ の 他

(第2四半期累計期間)7,300
------------------経 常 利 益 4,068 1,689 2,379

( 通期 )12,600

特 別 損 益 231 375 △ 144

1,004 － 1,004う ち 貸 倒 引 当 金 戻 入 益

263 385 △ 122う ち 償 却 債 権 取 立 益

785 － 785う ち 固 定 資 産 減 損 損 失 （ △ ）

税 引 前 四 半 期 純 利 益 4,299 2,064 2,235

法人税、住民税及び事業税（△） 15 15 －

法 人 税 等 調 整 額 （ △ ） 2,215 743 1,472

(第2四半期累計期間)3,400
------------------四 半 期 （ 中 間 ・ 当 期 ） 純 利 益 2,069 1,306 763

( 通期 )8,000

与 信 コ ス ト 総 額 （ △ ） △ 456 2,066 △ 2,522

（注）１．コア業務純益とは、一般貸倒引当金繰入前、債券関係損益控除後の業務純益です。

２．与信コスト総額＝一般貸倒引当金繰入額＋不良債権処理額－償却債権取立益－貸出関連に係る

貸倒引当金戻入益

３．（△）は損失項目です。

紀陽銀行単体ベースの経常利益については、基幹システム移行に伴い経費が増加いたしましたが、

債券売却益の確保や与信関連費用の減少などにより、前年同期比23億円増加の40億円となりました。

さらに、特別損益として、貸倒引当金戻入益を計上する一方、固定資産の減損損失や資産除去債

務会計基準の適用に伴う費用を計上したことなどにより、四半期純利益は、前年同期比7億円増加の

20億円となりました。
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２．預金、貸出金の残高

（紀陽銀行単体）

（単位：億円）

平成22年6月末 平成22年3月末 平成21年6月末

預金・譲渡性預金（末残） 34,299 34,148 32,995

うち預金 33,377 32,774 32,250

うち個人預金 25,793 25,275 24,908

貸出金（末残） 24,022 24,515 23,540

うち消費者ローン 8,607 8,544 8,231

うち住宅ローン 7,369 7,327 7,081

３．預かり資産（投資信託・公共債・個人年金保険等）残高

（紀陽銀行単体）

（単位：億円）

平成22年6月末 平成22年3月末 平成21年6月末

投資信託残高 1,426 1,549 1,301

公共債残高 678 701 754

投資信託・公共債合計残高 2,104 2,251 2,055

個人年金保険等 2,134 2,105 1,949

（注）個人年金保険等は、販売累計額を記載しております。

４．自己資本比率

（紀陽ホールディングス連結、第二基準）
（単位：億円）

平成22年6月末 平成22年3月末

自己資本比率 11.20 ％ 10.90 ％

Ｔｉｅｒ１比率 8.49 ％ 8.22 ％

自己資本額 1,981 1,963

うちＴｉｅｒ１ 1,502 1,481

リスクアセット等 17,680 18,008

総所要自己資本額 707 720

（紀陽銀行単体、国内基準）
（単位：億円）

平成22年6月末 平成22年3月末

自己資本比率 10.70 ％ 10.42 ％

Ｔｉｅｒ１比率 7.98 ％ 7.72 ％

自己資本額 1,881 1,867

うちＴｉｅｒ１ 1,403 1,383

リスクアセット等 17,578 17,908

総所要自己資本額 703 716

株式会社紀陽ホールディングス
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５．時価のある有価証券の評価差額

（紀陽銀行単体）

（単位：億円）

平成22年6月末 平成22年3月末

評価差額 評価差額

うち益 うち損 うち益 うち損

満期保有目的（注３） 14 15 1 14 15 0

その他有価証券 76 234 158 0 159 158

株式 △ 28 25 53 19 43 23

債券 110 114 4 11 34 22

その他 △ 68 31 100 △ 94 17 111

（注４） 63 63 － 64 64 －

総合計 91 250 159 15 174 159

（注１）有価証券のほか、買入金銭債権中の信託受益権も含めております。
（注２）時価のある子会社・関連会社株式はございません。
（注３）満期保有目的として保有する変動利付国債については、合理的に算定された価額により評価してお

ります。
（注４）変動利付国債の保有目的区分変更（「その他有価証券」から「満期保有目的」へ）により発生した

評価差額を記載しております。

６．金融再生法ベースのカテゴリーによる開示

（紀陽銀行単体）
（単位：億円）

平成22年6月末 平成22年3月末

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 273 283

危険債権 564 572

要管理債権 84 87

小計 922 943

（合計債権残高に占める比率） ( 3.78%) （ 3.79%）

正常債権 23,451 23,930

合計 24,374 24,874

以 上
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